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 《 行 事 予 定 》 

７日(水) 避難訓練（双葉） 
 ９日(金) お月見ランチ・第二お月見 
１２日(月) 避難訓練（第二） 
１５日(木) お話の集い（ゆり G） 

   《 職 員 研 修 》 

１日(木) 保育士研修  
３日(土) １ブロック実践研究発表 
５日(月)、7 日（水） キャリアアップ研修 
８日(木)  キャリアアップ研修 
     給食会議・リーダー会 
９日(金) １ブロック所長会 

１２日(月)／１４日(水) 園内研修①②  
１６日(金)  キャリアアップ研修 
２１日(水) 職員会① 
２２日(木) キャリアアップ研修 
２６日(月) 職員会② 
２８日(水)  保育士研修・キャリアアップ研修 
 

【体操教室】 ２日、９日、１６日  

【学研まなびタイム】２日、９日、１６日、３０日 

【神様のお話】 
１日、８日、１４日、２２日（松山司祭）、２８日 

 

日中は暑さがまだ厳しくても、朝夕は涼しくなってきて、夜には虫の声が聞こえて秋の気配を感じる
ようになってきました。 

この夏は、全国各地と同様に、金沢市でも集中豪雨による避難指示が出されたり、小松市では川の氾濫
で家屋や田畑が浸水に見舞われたりと、猛暑と自然の脅威を感じさせられてきました。被災された方々
に心からお見舞い申し上げます。 

日本では戦後７７年間、他国と戦争することなく過ごしてきましたが、ウクライナでは、ロシアの侵攻
から６か月たちましたが、前線でなくてもミサイルがいつ飛んでくるかもしれず、人々が安心して生活
できる状況がいつ来るのか見通せる状況ではありません。 

ウクライナでの戦争が 1 日でも早く終結することと共に、日本の子どもたちの将来も平穏で平和な日
常が続くことを願うものです。 

さて、これから秋の諸行事を迎えますが、コロナ禍での運動会も 3 年目となります。今年も２階クラ
スだけになりますが、これまでの練習を必要とした運動種目ではなくて、日課で取り組んでいる SDGｓ
についても種目の一つに取り入れる予定です。そして、出来たかどうかよりも、子どもたちが活動自体を
楽しみ、やり遂げた満足感、喜びをどれだけ味わっているかを大切にしたいと思っています。             

                            （双葉こども園園長 白神 雄） 
 

             ≪ お知らせとおねがい ≫ 
☆ 感染防止対策のお願い：夏休みが終わり、学校も始まることで家族感染のリスクが高くな

ってきますので、よりいっそうの感染防止対策をお願いいたします。 

☆ 水遊びについて：９月も暑い日には水を使った遊びをしたいと思います。担任より水遊び

終了のお知らせがあるまで準備をお願いします。 

☆ きっずノートについて：きっずノートの登録ありがとうございます。今後も緊急連絡お

よび今後の行事で雨天中止の際の連絡ツールなどでも使用いたしますので、園からのお

知らせは必ず目を通すようにしてください。登録がまだの方はお早めに登録していただ

きますようお願いいたします。 

☆ つくし組担任増員について：つくし組に入園児が増えたので、フリー保育士からつくし

組の担任に 1名配置換えしました。 

☆ Ｔ保育士が結婚し、保護者会よりお祝いをいただきました。ありがとうございます。 

☆ ご自宅に不要のフェイスタオルがありましたら、ご寄付ください。 

☆ 2022 年度の保育計画・保育指導計画等をホームページに掲載しましたのでご覧くださ

い。            （ホームページ：http://www.futaba.st-yohane.jp） 

９月園だより 

９ 月 の 聖 句                                                                                                               

≪運動会について≫  
今年度の運動会については、昨年度と同様、２階クラスの子どもたちのみで行うことに

いたしました。つくし組、すみれ組、もも組の参加はありません。 

 １０月３日(月)、４日(火)、１１日(火)の３日間の内の天候の良い日に開催いたしますの

で、代休等の調整をお願いいたします。 

 運動会の様子は動画をとり、配信いたします。また、『はいチーズ』に 

よる写真撮影もあります。 

詳細につきましては後日お知らせいたします。 

「狭い戸口から入るように努めなさい。言っておくが、入ろうとしても入れない人が多いのだ」 

（ルカによる福音書13章24節） 
 

ある人がイエスさまのところに来て「主よ、救われる人は少ないのでしょうか」と尋ねました。ある
人に対して、イエスさまは上記のように「救われようとしても実際には救われない人が多い」と応えま
す。 

当時のユダヤ社会では、ユダヤ人は選ばれた民であり、優先的に救いにあずかることができると考え
ました。けれども、イエスさまはそのようなユダヤ人らに対して、人種、民族を問わず、東西南北から
神さまを「今」求める民が狭い戸口より救いに入ることを教えられました。 

ユダヤ人たちは、自らの思いに慢心し、「今」神の教えを聞いたとしても、将来的に行動に努めれば
良いと考えます。そうしている間にイエスさまの言葉に心打たれ、行動した者が先に狭い戸口から救い
に入ります。将来的に行動しようとした人々には戸口が閉められてしまい、人々は戸口の前で泣きわめ
いて歯ぎしりします。 

もし、救いの戸口が開かれているとしたら、果たして私たちはどのようなタイミングで、どのような

行動を起こすことができるでしょうか。      （金沢聖ヨハネ教会牧師 アンデレ松山健作） 
 

 ２０２２．９．１ 双葉こども園・双葉第二こども園 

ホームページ：http://www.futaba.st-yohane.jp 

【スイミング】６日(火)、１３日(火)、２０日(火) 
 

≪芋ほり遠足について≫ 

２Ｆクラスが、１０月６

日(木)に五郎島に芋ほり遠

足に出かけます。詳細は後

日お知らせいたします。    
６日(木)当日と予備日の

１３日(木)にお弁当の準備

をお願いいたします。 
 

※コロナ感染拡大によって、

予定を変更する場合もあり

ますのでご了承ください。 

 

  

きく G がプール遊びを楽しみました。 

朝の毎日体操の様子です。 かけっこのスタートの練習です。 

パラバルーンの練習をしました。 

☆祈り、感謝し、素直に謝ることができる子。 
☆友達と仲良く遊び、世界と自然を愛する子。 
☆聴く、話す、創る、手伝うことができる子。 


